
白山の景観 

 

白山は活火山で、その岩だらけの溶岩原には過去の噴火の名残である火山弾が点在してい

ます。繰り返される岩崩れや山の小川による浸食によって、大きな火山の火口湖や、滝が流

れ落ちる深い森林の谷が形成されています。山頂を形成する三つの峰、大汝峰、御前ヶ峰、

剣ヶ峰は、何千年も隔てた噴火によって作られました。 

 

白山の山頂を覆う雪は、日本海からの暖かく湿った空気が山にぶつかり、上昇することで形成

されます。上昇する空気は膨張して冷却され、湿気が凝結して雪になります。最終的に雪が

溶けると、水が透き通った清らかな川を作り出します。 

 

白山の植物と植物 

半年間、白山の高山帯は厚い雪に覆われています。この雪は空気を閉じ込め、土壌が凍る

のを防ぎます。その結果、200 種以上の高山植物が山で生育しています。 

 

白山の多様な生態系は、さまざまな植物や動物を支えています。イヌワシなどの珍しい猛禽

類や、毛むくじゃらのアンテロープに似たカモシカなどの大型哺乳類が、山の手つかずの広葉樹

林やブナの森に生息しています。 


